
私は2025年4月より、シカゴ大学James Franck Instituteの
Margaret Gardel教授のもとで研究する機会をいただきまし
た。 Gardel研究室では、細胞が細胞内外で生じる力をどのよう
に感知・処理しているのかというメカノバイオロジーの基本的
な問題に挑んでいます。 研究室は、培養細胞や2Dオルガノイ
ド、精製タンパク質といった様々な材料を用いている点が特徴
で、約10名の大学院生・ポスドクが和気藹々と活動していま
す。 私自身は、日本での研究活動から心機一転し、幹細胞のメ
カノセンシングに関する研究を開始しました。 少しずつ興味深
いデータも得られるようになり、今後よりワクワク感のある研究
となるよう努力していきたいと思っています。

シカゴは全米第3位の大都市で、多くの博物館や美術館がある
ほか、週末には様々なイベントが開催されています。 飲食店も
無数にありますので、退屈することはありません。 冬の寒さも、
－10℃以下になる本当に厳しい期間は2週間ほどで、あっと
いう間に2回目の春を迎えました。 むしろ、夏の快適さの方が
印象的で、ミシガン湖畔をサイクリングしたり、友人とBBQした
りと、楽しく暮らしています。

シカゴ大学はダウンタウンからバスで約20分のHydeParkに
位置しています。 HydeParkは大学関係者の多い非常にコン
パクトなエリアで、徒歩圏内に複数のスーパーや雑貨屋、飲食
店がありますので、生活しやすいです。

また、懸念していた治安についてですが、もちろん日本に比べ
て不審者やホームレスは散見されるものの、私自身なにか身
の危険を感じたことはなく、エリアや時間帯を間違えなければ
そこまで心配はないのではないかと思います。

研究の話に戻りますが、昨今のChatGPTを始めとした生成AI
の台頭により、これまで直接教わることでしか習得できなかっ
た実験のトラブルシューティングが容易になったり、言語的な
障壁がなくなったりと、あらゆる情報にアクセスしやすくなった
と思います。 

こうした中でも、シカゴ大学では人間同士のコミュニケーショ
ンを大切にしており、新しいアイデアを出すために毎日のよう
にミーティングが行われています。 特に、理論と実験、物理と生
物、といった異なる背景を持った研究者が、基本的なことから
お互いを理解しようとする姿勢が印象的です。 研究室や分野
の垣根を越えて、新しいサイエンスの方向性を模索する過程
に加われたことは、私にとってかけがえのない経験になってい
ます。

最後になりますが、本留学にあたりご支援いただきました上原
記念生命科学財団、並びに関係者の皆様に心より感謝申し上
げます。

私は2024年4月より、米国カンザス州カンザスシティにある
University of Kansas Medical Centerに留学しております。

カンザスシティはアメリカのほぼ中央に位置し、周囲を含め有
名な観光地は多くなく、日本人の数もそこまで多い地域ではあ
りません。 一方で、夏は40℃、冬は－20℃以下になることもあ
るなど、四季の変化に富んだ街です。

私が住んでいるOver land  Parkは、Happies t  C i t i e s  in  
America (2025)で5位にランクインするほど、治安がよく、人
柄も穏やかで、街並みもきれいで自然も豊かなとても住みやす
い街です。

私はDepartment of Physical Medicine & Rehabilitationに
所属し、Research Scholarとして主に臨床研究に従事していま
す。 研究指導者であるNeil Segal教授は、下肢の変形性関節
症（OA）研究に20年以上携わり、特に膝OAの分野で著名な先
生です。 主な研究テーマは、「膝OAの早期診断および疾患進
行の予測因子」に関するもので、OAにおける生体力学的・構造
学的・栄養学的要因が症状や画像所見に与える影響を調べる
大規模縦断研究（Mult i center  Os teoar thr i t i s  S tudy  :  
MOST)を行っています。 さらに、立位CTを用いた3D画像解析
により、OA発症リスクを予測できるかを検討する臨床応用研
究も進行中です。 また、人工膝関節置換術後患者の活動性向
上を目的とした多施設ランダム化比較試験（ K n e e  
Arthroplasty Activity Trial : KArAT）にも携わっています。

留学当初は慣れない環境での生活や研究に戸惑うこともあり
ましたが、研究室のメンバーをはじめとする多くの方々の支え
により、現在は充実した留学生活を送ることができています。
当初は既存研究への参加が中心でしたが、ラボ全体の運営や
多施設共同研究の仕組みを理解するにつれ、自ら研究計画や
解析プランを立案し、主体的に研究に取り組めるようになりま
した。 研究承認取得のための英語書類作成や、高度な統計手
法の理解には苦労しましたが、その過程で得た経験と知識は
非常に大きな財産となっています。

現在、西はUCSF、東はBoston UniversityやBrigham and 
Women’s Hospitalの研究者・統計家と連携しながら研究を進
めており、オンライン会議ツールの有用性をあらためて実感し
ています。 未受理の論文も含まれますが、これまでに筆頭著者
として5編の論文を執筆することができました。 本留学を通じ
て、臨床研究における Plan‒Do‒See の重要性と、統計手法の
実践的理解を深めることができたと感じています。

日常生活では、2025年1月に娘が誕生し、家族が増えました。
慣れない土地での出産に不安もありましたが、頑張ってくれた
妻には感謝しかありません。 6才の息子は英語が流暢になり、
私の発音の悪さを日々指摘してくれます。 現地のbasebal l  
teamやflag football teamにも参加し、本場の練習を楽しんで
いる姿が頼もしく、少し羨ましく感じます。 また、家族全員で大
谷翔平選手の試合やアメフト観戦に出かけ、賑やかで楽しい
時間を過ごしています。

最後になりましたが、このような貴重な機会を与えてくださっ
た神戸大学整形外科の黒田良祐教授、神戸大学リハビリテー
ション科の酒井良忠教授、ならびに同門会の先生方、そして本
留学に際し多大なるご支援を賜りました上原記念生命科学財
団の皆様に心より感謝申し上げます。
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カンザスでの留学生活シカゴでの充実した研究生活

←トランプタワーから眺めるシカゴの高層ビル街
　奥に見えるのはミシガン湖

←アメフトのKansas City Chiefsが強くて有名です
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